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め
て
い
ま
す
。
な
お
、
原
子
力
基
本
法
の
改

正
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
政
策
に
平
ひ
ょ
う
そ
く仄

を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
目
を
向
け

る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
あ
る
ア
メ
リ
カ

や
中
国
は
、
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、
自
給
率
の
向
上
や
安
定
供
給
を
確
保
し

て
い
く
政
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
が
似
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
安
定
供
給
を

確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
炭
素

の
排
出
量
削
減
と
経
済
を
両
立
さ
せ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
図
り
な
が
ら
、

産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
戦
略
を
立
て
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
Ｇ
Ⅹ
実
現
の
た
め
の
原
子
力

政
策
と
し
て
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
①
再
稼
働
、
②
次
世
代
炉
の
開
発
と
建

設
、
③
既
存
原
子
炉
の
活
用
、
④
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
な
ど
の
バ
ッ
ク
エ

ン
ド
対
策
、
で
す
。

　

な
お
、
Ⅰ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

は
、
既
存
の
原
子
力
を
可
能
な
限
り
活
用
し

て
い
く
こ
と
は
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
も
、

脱
炭
素
社
会
へ
の
大
転
換

　

日
本
が
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
原
子
力
政
策
の
立
ち
位
置
に
つ
い

て
、
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
閣
議
決
定
さ
れ

た
Ｇ
Ⅹ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
脱
炭
素
電
源
法
で
は
、
電
源
と
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
導

入
し
、
安
全
確
保
を
大
前
提
と
し
て
原
子
力

の
活
用
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
案
は
、
原
子
力
基
本
法
を
は
じ
め

五
つ
の
関
連
法
案
を
一
つ
に
束
ね
た
法
案

で
、
国
会
で
審
議
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

　

各
法
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
や
社
会
の

構
造
を
、
化
石
燃
料
が
中
心
だ
っ
た
も
の
か

ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
す
る
も

の
で
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転

換
を
求
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
混
乱
、

国
内
の
電
力
需
給
の
逼
迫
に
対
応
し
な
が

ら
、
Ｇ
Ⅹ
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
子
力
基
本
法
の
目
的
に
地
球
温
暖
化

防
止
を
追
加

　

原
子
力
基
本
法
の
改
正
で
は
、
原
子
力
利

用
の
目
的
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
こ

と
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
震
災
後
に

は
、
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
、「
確
立
さ
れ

た
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
環
境

の
保
全
や
安
全
保
障
に
資
す
る
こ
と
」
と
改

正
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
「
環
境
の
保
全
」

と
さ
れ
た
の
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
１
Ｆ
）
事
故
に
よ
り
、
地
域
に
汚
染
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
１
Ｆ
事
故
を
反
省
し
、
原

子
力
事
故
の
発
生
を
常
に
想
定
し
て
、
そ
の

防
止
に
最
善
か
つ
最
大
の
努
力
を
す
る
と

い
う
認
識
に
立
っ
て
、
利
用
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根

拠
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
は
、
二

〇
〇
二
年
六
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
源
の
多
様
性
と
自
給
率
向
上
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
や
地
域
環
境
の
保
全
を
図
り
、
循

環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
求

脱
炭
素
社
会
の
Ｇ
Ⅹ
実
現
を

目
指
し
て

追跡

原子力
化
石
燃
料
に
依
存
し
て
築
い
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
社
会
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
へ
と
い
う
大
転
換
を
実
現
す
る

た
め
に
、
原
子
力
を
ど
う
活
用
す
る
か—

—
。

そ
の
基
本
方
針
や
法
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
原
子
力
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
反
省
に
立
ち
、
国
と
事
業
者
が
し
っ
か
り
と
組
む
べ
き
こ
と
が
原
子
力
基
本
法
に
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
報
道
関
係
者
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
で
、
山
口
彰
氏（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）に
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）
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〇
～
二
二
％
の
レ
ン
ジ
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

図
を
見
る
と
、
運
転
期
間
が
四
〇
年
の
場

合
に
は
、
二
〇
三
〇
年
あ
た
り
か
ら
下
が
っ

て
い
き
ま
す
。
六
〇
年
の
運
転
を
し
た
場
合

に
も
、
二
〇
四
〇
年
か
ら
下
が
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
下
回
っ
て
し
ま
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
今

後
ど
う
埋
め
る
の
か
、
議
論
を
深
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

脱
炭
素
に
は
原
子
力
の
活
用

　

脱
炭
素
を
進
め
る
方
法
と
し
て
は
、
再
エ

ネ
に
よ
る
蓄
電
や
蓄
熱
の
技
術
開
発
、
ま
た

は
化
石
燃
料
か
ら
排
出
し
た
炭
素
を
処
理
す

る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素
を
深
い
地
中
に
閉
じ
込
め

る
技
術
）
の
技
術
開
発
、
そ
し
て
原
子
力
開

発
と
い
う
三
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
し
か
な
い
の

で
す
。

　

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
実
際
問
題
と
し
て
新

規
の
原
子
炉
を
建
設
し
て
埋
め
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
と
似
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
持
つ
イ

ギ
リ
ス
は
、
毎
年
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

原
子
炉
を
作
る
能
力
を
持
つ
と
言
っ
て
い
ま

脱
炭
素
の
最
も
効
果
的
で
有
力
な
方
法
で

あ
る
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ⅹ
実
現
に
は
、
安
全
性
の
向
上
、
再

稼
働

　

Ｇ
Ⅹ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
が
今
年

二
月
、
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
五
つ
あ
り
ま
す
。

　

第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
原
子
力
は
、
そ
の

活
用
の
大
前
提
と
し
て
、
Ｆ
１
事
故
の
反
省

と
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
安
全
神
話

か
ら
の
脱
却
」
を
不
断
に
問
い
直
し
、
正
し

い
自
主
的
な
安
全
性
の
向
上
、
組
織
運
営
体

制
の
改
革
、
さ
ら
に
は
自
治
体
等
へ
の
支
援

や
防
災
対
策
の
不
断
の
改
善
や
立
地
地
域

と
の
共
生
、
国
民
各
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
深
化
・
充
実
な
ど
に
、
国
が
し
っ

か
り
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
事
業
者
は
支
援
協
力
す

る
と
い
う
基
本
方
針
を
示
し
、
国
の
責
任
と

責
務
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
か
な
る
事
情
よ

り
安
全
性
を
最
優
先
と
し
て
、
地
元
の
理
解

を
得
た
う
え
で
、
原
子
炉
の
再
稼
働
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
日
本

の
現
状
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
本
に
は
、
運

転
可
能
な
原
子

炉
が
三
三
基
あ

り
ま
す
。
一
〇

基
は
運
転
中

で
、
七
基
が
許

認
可
済
み
、
残

る
一
六
基
は
、

審
査
中
と
未
申

請
の
も
の
で

す
。
未
申
請
の

中
に
は
、
運
転

期
間
が
一
〇
～

二
〇
年
く
ら
い

の
原
子
炉
が
あ

り
ま
す
。
未
稼

働
の
一
〇
〇
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

超
え
る
原
子
炉

は
一
〇
基
以
上
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
稼

働
す
れ
ば
二
〇
三
〇
年
の
原
子
力
発
電
比

率
目
標
達
成
が
見
通
せ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
運
転
期
間
の
話
と
関
係

が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
、
二
〇
三
〇
年
で
原
子
力
の
割
合
は
二

（山口　彰氏提供）
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す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
今
あ
る
石
炭
火
力
に
代

わ
る
原
子
炉
を
二
〇
五
〇
年
ま
で
二
億
キ

ロ
ワ
ッ
ト
、
つ
ま
り
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
原
子
炉
で
二
〇
〇
基
分
を
建
設
す
る
と

表
明
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
三
〇
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原

子
炉
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
二
〇
三
〇
年
か

ら
毎
年
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
一
基
を
建

設
す
る
計
算
で
す
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
六
〇
年
も
二
〇
七
〇
年
も

原
子
力
の
割
合
を
二
〇
～
二
二
％
で
維
持

し
て
い
く
と
い
う
の
は
簡
単
で
は
な
い
こ

と
で
す
。

　

原
子
力
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
は
、

設
備
利
用
率
を
上
げ
た
り
、
運
転
期
間
を
延

長
し
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
な
お
ア

メ
リ
カ
の
設
備
利
用
率
は
九
〇
％
以
上
で

す
。
も
し
日
本
の
三
三
基
の
設
備
利
用
率
が

一
〇
％
増
え
れ
ば
、
三
基
分
ほ
ど
の
原
子
炉

を
新
設
し
た
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

Ｇ
Ⅹ
実
現
に
は
、
次
世
代
炉
の
開
発
や

発
電
以
外
に
も

　

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
世
代
革
新
炉
の

開
発
と
建
設
を
基
本
方
針
に
据
え
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
研

究
開
発
や
人
材
育
成
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

維
持
・
強
化
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
に
は
投
資
意
欲
に
つ

な
が
る
予
見
性
が
必
要
で
す
。

　

次
世
代
革
新
炉
で
は
、
電
力
と
し
て
の
原

子
炉
だ
け
で
は
な
く
、
水
素
製
造
や
熱
利
用

な
ど
に
活
用
の
幅
を
広
げ
る
戦
略
も
必
要

で
す
。

　

第
四
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
転
期
間
の
延
長

で
す
。
日
本
で
は
、
原
子
力
の
最
長
の
運
転

期
間
は
六
〇
年
で
す
が
、
運
転
停
止
中
も
含

め
て
六
〇
年
で
あ
っ
た
も
の
を
、
定
期
検
査

な
ど
の
停
止
期
間
を
除
い
た
運
転
期
間
と

変
更
し
て
い
ま
す
。

　

第
五
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
も
含
め
た
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
原
子
力
は
安
全
性
を
最
優
先

と
し
て
経
済
性
、
環
境
、
安
定
供
給
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
安
全
性
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
（
資
源
や
技
術
の
自
給
）、
持

続
可
能
性
が
重
要
な
判
断
の
視
点
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

追 跡 原 子 力

36基 ： 3,722万kW

27基 ： 2,731万kW

8基 ： 956万kW

32基 ： 3,365万kW

8基 ： 956万kW

23基 ： 2,374万kW
(1,663億kWh）

3基 ： 414万kW
(290億kWh）

3基 ： 414万kW

（山口　彰氏提供）


